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〔言語活 動へ の関心 。意欲 を引 き出 して,実 践 的な国語 の能力を養 う指導 の在 り方 〕

1主 題 設定 の理 由

情報化 が高度 に発達 した社会 の光 と影 の両面 が指摘 され るよ うにな って久 しい。 あ りとあ ら

ゆ る情報 が テ レビ ・雑誌 ・ビデオな どを通 じて流 され続 けて いる。 それ はま さに氾濫 とい う言

葉がふ さわ しく思 え るほどである。 このよ うな情報過多 の社 会に あって,情 報 を的確 に処理 し

自分 な りの判 断を下 して い くことは,高 校生 に とり極 あて困難 であ るが,重 要 な問題で あ る。

一 方で,生 徒 の日常生活 か らは,こ のよ うな今 日の状況 を,さ ほどの抵抗 もな く受 け入れ て い

る様子 が うかがえ る。体育祭 や文化祭 の活動を見て も,生 徒 はマス メデ ィアのいろ いろな情 報

を うま く取 り入れ,自 由奔放 に活躍 して いる。 そ こにはた くま しさを感 じるほどであ る。

しか し,一 方で は生徒 の授業 中の積極的 な発言 は年 ごとに減 って きたよ うに思 われ る。休 み

時 間のお しゃべ りでは饒舌 に語 り合 うことが あ って も,自 己の問題 や授業中 のいわば公的 な場

面 で は急 に黙 り込んで しま う傾向が,近 年強 ま って いる とい う指摘 もある。

文章 に書 かれて いる ことを正 確 に理 解 してそれ を客観的 に批評 した り,他 人 の意 見を聞 いて

それを正確 に把握 し自 らの見解 を述 べた りとい う積極的 な言語活動 が,円 滑 に行 われて いな い

のであ る。言語 による表現力 の不足 だ けが その原因で はあるまい。根 本的 には,見 た り聞 い た

り した情報 を 自己の問題 として と らえなおす能力の問題 である。流行 を追 うよ うな興 味で はな

い,自 分 の周 囲 にある様 々な情報 や知 識を,認 識の段階 にまで深 めて いこ うとす る関心 や意 欲

が求 め られて いるのであ る。

さ らに,他 者 の発 した情報 を 自己の問題 として と らえなおす ために は,同 時代 の他者 と 自己

との関係 に注 目す るだけで な く,文 化や伝統 にっ いて の考 えを深 め ること も大切 であ る。我 が

国の文化 の特質 と して,例 えば春 に桜 を賞美 した り,秋 に もののあわれを感 じた りす るよ うな

精神性 が挙 げ られ る。 それ は,個 人的な感性 とい うよ りは国民一般 の内面 に根を下 ろ してお り,

一人一 人 の感受性 まで も規定 して いると言え る
。社 会の中 に,自 分 の ものの見方 や感 じ方 を規

定 す る ものがあ ることを 自覚 す ることもまた,生 徒 に とって主体的 な生 き方を 目指 すため に必

要 な ことであ ろう。

その ために は,自 らの主体 的な言語 活動 を高めて い くことが重要 な課題 で ある。 すなわ ち,

言語 を通 して他者 の存在 を認識す るとともに,他 者 との違 いを考 えなが ら自己を掘 り下 げて考

えよ うとす る姿勢 が不 可欠 であ り,ま た,そ のよ うな姿 勢を育て る指導 が,現 在強 く求 め られ

て い ると言え よ う。

以上 の ことを考慮 した上で,上 記 の研究主題 を設定 した。 ここで の 「関心 ・意欲 を引 き出 し

て」 とは,授 業 の初発 に あた って の興味 ・関心 を意 味す るの は もちろん,授 業 を通 じて主 体 的

に学 んで い く姿勢 を身 に付 けさせ るため,内 発 的 な動 機付 けを意 図 した もの で あ る。 ま た,

「実践的 な国語 の能力」 とは,国 語を的確 に理解 し,適 切 に表現 す る能 力 で あ り,現 在 自分 の

置 かれて いる状況 を切 り開 くための思考力,判 断力,創 造 力等 の ことであ る。

具体 的 には,次 の3項 目を挙 げ,研 究 の指針 と した。

① 学 習活動 を通 じて得 た知識 を 自分 自身 の問題 と して と らえ なおせ る能力。

② 自分 の意見 を相 手 に分か るよ うに説 明で きる能力 。

③ 理 解 し合 え るまで質問 し,納 得 で きない点 にっ いて は反論す る ことがで きる能力 。
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H主 題解明 の方 法

今年度 の研究員 は,標 記 の主題 を設定 し,現 代文 ・古 文 ・漢文の3班 に分 かれて,以 下 の3

点を共通 のね らいと して研究 を進 めた。す なわち,授 業 展開 に際 して は,言 語活動 に対す る生

徒 の関心 ・意欲 を引 き出す ために,

① 生徒 の興 味 ・関心を引 き出せ るよ うな教材 の選定,及 びその取 り扱 いの工 夫

② 事 中評価 に力点を置 いた指導計画 とその実践

③ 自己の問題 と して と らえなおす契機 と しての作 文の作成

とい う点 に留意 して研究を進 め,表 現 ・理 解をあわせ,総 合的かっ実践 的な国語 の能力 の育 成

を 目指 した。

「現代文班 」 は,「 読 む」「話 す」「聞 く」「書 く」の技術 を系統的 に指導 してい くことによ り,

実践 的な国語 の能力 を養 うことがで きると考え た。

具体 的 には,「 や さ しさ」 とい う言葉 をキー ワー ドと して,生 徒 の生 活 実感 に訴 え なが ら学

習意欲 を引 き出す よ うに努 めた。 さ らに,複 数 の教材 を示 し,グ ル ープ で選択 させ,「 読 む」

「調 べ る」「話 し合 う」「発表す る」「メモを取 る」「書 く」活動を試 み た。 グル ープ学 習 と した

の は,生 徒 が互 いに話 し合 うことを通 して,「 や さ しさ」を 自己の問題 と して と らえ,関 心 を

深 あ,思 考を重 ねてい くことがで きる と考 えたか らであ る。

最後 に 「や さ しさ」 を テーマと して,学 習 か ら得 た知識 を 自己の問題 と して とらえなお す よ

う作 文を書かせ てま とめ と した。

「古 文班」 は,教 材 と して 『堤 中納言物語』 の中の,「 虫 あつ る姫君 」 を選 ん だ。 短 編物 語

の軽妙 な展開 と印象 的な人物描写 に注 目させ ることによ って,古 文 に対す る関心 ・意 欲を 引 き

出そ うと したのであ る。具体的 には,各 場面 の中で表現 に即 して人物像を 的確 に読 み取 らせ た

り,他 者 の視点 を通 して登場人物 の生 き方 にっいて考 え させ た りす る ことで,総 合的 に人 物像

を構 築 させ る ことを試 み た。評価 において は事 中評価 を重 視 した。 その際,ま た,重 要語 ・文

法 事項 の学習 の精選 化を図 ると ともに,課 題 プ リン トに工 夫を加 えた。

さ らに,ま とめの学 習 と して,生 徒 に登場 人物 の中の一 人 を選 ばせ,そ の人物 にな りきった

視点か ら,成 長後 の姫 君を考 え るとい う作文 を書 かせ た。 自分 の考 えを論理 的 にま とあて述 べ

るこ とで,自 分 の生 活や生 き方 を見 っめ直す契機 とさせ るためであ る。

「漢文班」 は,教 材 に,人 間 の具体 的な行動 を取 り上 げた作品 を使 うことによ り,生 徒 の関

心 ・意欲 を引 き出 したいと考 えた。また,漢 文の音読 の内容理解 に果 たす役 割 と,暗 唱 の将 来

にお け るよ り深 い理 解 に繋 が る可能性 を重視 しっっ,入 門編 ・講読編 に分 けて研究 を進 めた。

入門編 で は中島敦 の 『弟子』 を教材 と して,『 論語』『史記』『孔子 家語 』 『春 秋左 氏 伝 』 『礼

記』 などの関連 教材を取 り上 げ,孔 子 と弟子 の人間像 に迫 ろ うと した。講読 編 で は,『 史記 』

の刺客列伝 「荊 輌」を教材 とした。作者 司馬 遷 の生 き方 などか ら古代 中国にお け る 「史官 」 の

使命 を理解 させ,著 者 の登場人物 に対 す る共 感を通 して,全 編 を貫 くテーマ 「士 は己を知 る者

の たあに死す」 を明 らか に し,自 己の生 き方を見っ め直す契機 と した。

全体 のま とめ と して,作 者 を含 あ,授 業 で取 り上 げた人物 中か ら一 人を選 び感想文 を書 か せ

た。古人 の生 き方へ の共感 を通 して,現 在 の生徒 自身の姿を浮 き彫 りに した いと考 えた。
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皿 指導 の実際

1言 語 活動 への関心 ・意欲を引 き出 して,

単

教

L

乞

元

材

3.単 元 の 目標

実践的な国語の能力 を養 う現 代文指導 の工 夫

「や さ しさ」 を考 える

「川端康 成 『山 の音』」(評 論 ・マーク ・ピー ターセ ン 『続 日本人 の英語』 よ

り)『 夕焼 け』(詩 ・吉野弘)『 小 さいマ リの歌』(詩 ・鮎 川信 夫)「 パ リの ス

イ ング ドア」(旅 行記 ・妹 尾河童 『河童 が覗 いた ヨーロ ッパ』 よ り)『 天声 人

語』(コ ラム ・朝 日新 聞)

① 言 葉の多義性 を理解 し,自 己の生活実感 に基 づい た問題 を主体 的 に考 え

ることによ り,言 葉 や言語活動 に対す る関心 ・意 欲を引 き出す。

② 様 々 な言語活動 に取 り組む ことによ り,言 語生 活を豊か にす る実践 的 な

国語 の能力 を培 う。

③ 他者 の意見 を要領 よ く聞 き,自 己 と比較 しなが ら考え をま とめ,表 現 す

ることによ って,自 分 の生活 や生 き方 を見 っめ直す契機 とす る。

4.単 元設 定の理 由

(研 究主 題 の具体化 にあた って)

研究主題 は二 っの事柄 か ら構成 されてい る。一 つは 「言語活動 への関心 ・意欲 を引 き出す」

ことであ り,今 一 っ は 「実践的 な国語 の能力 を養 う」 ことであ る。

言語 活動へ の関心 ・意欲を 引 き出す とい うことは,自 ら進 んで言語 活動 に参加 す る態度 を育

て る ことで あ る。 日常 生活 では様 々な 「新語 」「造語 」を生 み出す な ど,一 見活 発 に話 し表現

して いるよ うに見 え る生徒 も,授 業 とな ると受 け身 で指示待 ちの姿 勢で あ る。一 方的 な講 義 や

解説 か らは積極 的な姿 勢 はっ くりだせない。そ こで現代 文指導 にあ たっては,生 徒 の表現意 欲

を重視 した。す なわ ち,提 示す る教材 を精選 し,多 くの言語活動 を指導計画 に盛 り込 む ことで

関心 ・意欲 を引 き出 そ うとした。そ して,よ く吟味 して言葉 を用 いる意識 ・態度 を育 て,適 切

な表現 を見付 けて い く言語感覚 を育 て ることを 目指 した。

「実践的 な国語 の能力」 をあえて取 り扱 うの は,国 語科 の学 習を通 して得 られ た成果 を現 実

生活 を送 る上 で有 効 な もの とし,言 語生活 を豊 かにす る一 助 と したいか らで ある。言語生 活 を

豊 か に して い くた めには,国 語科 にあって は様 々な言語 活動 の技術 を身 に付 けさせて い く こと

が必要 だが,そ れ を現実 の生 活 に見合 う形 で学習す ることを考え た。話 しなが らま とめ る,聞

きなが ら書 くとい った総合 的な言 語活動 の技術 を学 ぶ ことを,実 践的 な国語 の能力 として と ら

え た ものであ る。

(指 導計画作 成 の基本 的な考 え方)

指導計画作 成 にあた って,一 つ の言葉を取 り上 げ,そ れ に教材 や学習 活動を関連 させ る指 導

を考 えた。多 くの言葉 や情報 が溢 れる現在,一 っの言葉の もっ意味 について慎重 に考 え る機 会

が少 な くな って い る。そ して,言 葉 の内容が空疎 になって いる状況 があ る。改 あて言葉 の多 義

性 や意味 の深 ま りを考 えてみ る必要 がある。 そ こで,冒私 たちは 「や さ しさ」 とい う言葉 を取 り

上 げた。多 くの生徒 が抵抗 な く考 え ることので きるテーマ,し か も日常 的 に多 く目に触 れ る機

会 の多 い言葉,そ して何 よ りも多義性 の強 い言葉 と して 「や さ しさ」 を選ん だ。

「や さ しさ」 をキー ワー ドと して,生 徒 の生活実感 に訴 えなが ら学 習意欲 を引 き出す。複 数
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の教 材群 を与 え,グ ループ単位 で選択 し,調 べ,考 え,話 し合 う活動 を通 じて関心 を深 め る。

発表を聞 き,メ モを取 り,構 想 メモを作 り,作 文 を書 くことで思考 を積 み重 ね る。最後 に は,

一 人一人 が自己の問題 と して
,「 や さ しさ」を どのよ うに受 けとめ生 活 して い くのか,こ れ ら

の ことを中心 に学 習計画を立 てた。

(指 導計画 の概 要)

導入段階:関 心 ・意欲 を引 き出 し高 めてい く指導過程 であ る。 このため学 校の教材 は教科

書 の中 にある もの と考 えて いる生徒 たちに対 して,自 分 た ちの生活 の中に こそ

素材 が ある ことを示 す指導過程 とした。(1・2時)

展 開段階:生 徒 の関心 を発展 させ,さ らに思考 を深 めてい く指導過 程で ある。他者 との意

見 の交換 や,自 ら積極 的に調 べ る過程 を通 して,柔 軟 に考え させ てい く過 程 と

考 え た。(3～6時)

結 論段階:様 々な材料 を手元 に置 き,自 己の思考 を定着 させ る過程 で ある。整理 す るた め

の手立 てを基 に文章 として表現す る活動 を通 して,自 分 の考 えを明 らかに し,

現実生 活へ と繋 げてい くもの とす る指導過程 と した。(7・8時)

(指 導 案作成 にあた って工夫 した ところ)

(1)生 徒 の生活実 感 に働 きか け ることので きる教材 ・指導案 とした。

導入教材 は歌謡 曲 の歌詞 を使用 し,生 徒 に馴染 みのあ るものを選 定 した。 その歌 詞 の

中 に 「や さ しさ」 とい う言葉 を含 み,し か も様 々な 「や さ しさ」が描 かれて い るものを

選 ん だ。また,適 宜歌曲 を聞 かせ るな ど した。

展開段階 に使 用す る教材 は複数 の ものを用意 した。親子 の間,他 人 との間 の 「や さ し

さ」(人 間関係 の問題),「 や さ しさ」 とい う言 葉(言 語 の問題),日 本 と諸外 国 との 「や

さ しさ」 の違 い(文 化 の問題),社 会的な問題 と しての 「やさしさ」(政 治の問題)と 様 々

な分野 にわた る教 材 を用意 した。教材選定 にあた って は授業 の なかで討議 しやす い問題

や,示 唆 に富 む もの であ ることに留意 した。指導 にあた って も一 っの教材に限定せずに,

生 徒 自身 が最 も関心 のある ものを選 び研究す ることと し,関 心 ・意欲を 自 ら深 め る こ と

ので き る方法 を考 え た。

(2>様 々な言語活動 を組織 した。

一っの単元 に様 々 な言語活動 を配置 した
。指導者 の側 か らの一 方 通行 的 な授 業 で はな

くて,指 導者 と生徒 の間に も複数 の,生 徒 同士 の間 に も複数 の言 語活 動 を組織 す るこ と

によ って学 習への意欲 を持続 させ,言 語技術 も同時 に身 に付 くことを企 図 したのであ る。

「読 む」

「調 べ る」

「話 し合 う」

主体的 に読 む学習 を目指 した。各教材群 に対 して表現 を大切 に し

なが ら読み を深 めるたあの指針 を示 し,そ れを中心 に しなが らグ

ループの中 で読み合 う過程 とした。

辞書 や文献 にあた り資料を発掘 し討議す ることで,自 らの問題意

識 を深 めて い くよ うに指導 した。

グル ープ討論の経過 を討議記録用紙 に記入す ることで,自 分 た ち

の話 し合 いの経過 を客観 的 に把握で きるよ うに指導 した。
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「発表す る」

「メ モ を取 る」

「書 く」

棒読み の発表 になる ことを避 け るため に,発 表事項 を十分 に内面

化 して お くことを指導 し,プ リン トは最小限 に押 さえ るよ う指 導

した。

発表者 の発表 を聞 き流 すので はな く,自 分 に とって価値 のあ る情

報 を素早 くメモを取 る訓練 を組織 した。

数 ある情報素材 の中か ら,自 己の思 考回路 を築 き上 げ,有 効 に相

手 に伝達 す る方法 を示 し,ま とまった文章表現 に挑 ませ た。

③ 学 習 のま とめ と しての表現 に留意 した。

様 々 な言語活動 のま とめと して 「表現」 をおいた。展 開部 にお け る音声 中心 の言語活動 を

客観 的 に振 り返 らせ るとと もに,生 徒個 々の活動 として学 習を しめ くくらせ る意味合 いか ら

であ る。 また,文 章 表現を通 して自己の思考 を定着 させ,さ らに自分 の力 で発 展 させ て い く

ことがで きるよ うに配 慮 した。 このたあ,発 表学習 の メモの中 にあ る,自 分 に とって有 効 な

情報 を整理す る方法,そ れ を自分 の主張 に合 わせ て適切 に相 手 に伝達す るための論理構成,

そ して原稿用紙 に きちん と書 いて い くための技法 な どを提 示 し,表 現 させた。

「 「

●授業の流れ ・概念図

⑦ 教 材 選 び

夕焼け 小 さいマ リの歌 パ リの ス イ ン グ ドア 天声人語 語源調べ

1 i

② 班 討 議

読 む 選 ぶ
}

教材の文章を読む

}

班討議の
中での言
語活動

読 む 話 す
1

聞 く 調 べ る

1

③ 発 表

④ 表 現

1

話 す
1

1聞 く 、

『

書 く(メ モを取 る)

発表者
1

聴取者
、'

読 む 考 え る 〉 書 く

し

発表を聞き取 っ

たメモを読む

まとめとして
の学習活動

」
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5.指 導計画(第3学 年対象,配 当時間8時 間)

時

第

1

時

第

2

時

指導事項

① 「やさ しさ」

とい う言葉 に対

す る興味 ・関心

の喚起 。

学習活動

①身近 な言語表現 にお いて,「 や さ しい」

とい う言葉 に着 目 し,そ の使用 頻度 の多

さ と意味 の曖昧 さに気付 く。

「

指導上の留意点

」

・卑近 な例 を用 いて教材

へ の抵抗感 をな く し,関

心 と取 り組 む意欲 を引 き

出す よ うな導 入 とす る。
「

使用す る教材 と手順

*作 業 プ リン ト(1)歌 詞の穴埋 め。

→歌謡 曲の歌詞 に 「や さ しい」 とい う語 を補 う。歌謡 曲 に

限 らず,自 分 たちの普段 の生活 を振 り返 る。

*作 業 プ リン ト② 「や さ しい」 に続 く語 の補充。

→ 「や さ しい()」 の空欄 に思 い付 く語句 を各 自記 入

し,発 表 す る。多 くの場面 で用 い る語 であ る ことを知 る。

*作 業 プ リン ト(3)「 や さ しさ」 の意味付 け。

→普段使 用す る際の意 味を各 自記 し,提 出す る。意味 付 け

が容易 でな いことに気付 く。

《評価 の観 点》 ア 「や さ しさ」 と い う言 葉 の イ メ ー ジを膨 らませ 関 心 を もっ こ と が

で きた か 。

② 「や さしい」

とい う言 葉 の多

義性 の確認 。

③ 「やさ しさ」

の と らえ方 の個

人差,多 様 性 の

確認 。

②川端康成 『山の音』原 文 と英 訳文 を 比

較す ることに よ り,「 や さ し く」 とい う

語 の微妙 な使 い分 けと,そ の英 訳 に は複

数 の語 が必 要であ ることを知 る。 そ の活

動 を通 して,「 や さ しい」 の多 義性 を確

か め る。
「

・ 『山の音 』の作 者 ,作

品 の説 明を簡単 にす る。

場面,登 場 人物 の解 説 は

丁寧 に行 い,「 や さ し く」

の使 い分 けの理 解 に役 立

て させ る。
「

使 用 す る教 材 と手順

*マ ー ク ・ピー タ ー セ ン 『続 日本 人 の英 語 』・評 論

(『山 の音 』 原 文 とサ イ デ ン ス テ ッカ ー の英 訳)

(1)原文 中 の 「や さ し く」 を 各 自指 摘 す る。

(2)そ れ ぞ れ の微 妙 な ニ ュ ァ ンス の違 い を理 解 す る。

(3)さ らに英 訳 を 参 照 し,対 応 す る英 単 語 を 指 摘 す る こ とで,

英 語 で は4っ の単 語 を 必 要 とす る こ とに気 付 く。

*参 考 資 料 同書 よ り ピー タ ー セ ンの解 説 部 分

③前時 の作業 プ リン ト(3>を集 計 しまとめ

た ものを,具 体 的かっ卑近 な事 例 と して

読み,個 々人 の 「や さ しさ」 の と らえ方

の多様性 に気付 く。

1使 用する教材と手順

・集 計 した ま と め の プ リ

ン トは指 導 者 が 作 成 し,

配 布 す る。
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*参 考 プ リ ン ト ク ラ ス ごと 「や さ しさ」 の 意 味

(前 時提 出 した作業 プ リン ト3の まとめ)

第 (1)配 布 され た プ リ ン トを読 み,他 者 に と って の 「や さ し

さ」 の 意 味 を 知 る。

2 ② 自分の考え る 「やさ しさ」 の意 味 と比較す る。

(3)人 に よ り 「や さ しさ」 の と らえ 方 に違 い が あ る こ と に

時 気付く。」J
1

《評価 の観 点》 イ 言葉 の多義性 に着 目 し関心 を高 め ることがで きたか 。

④文章や詩 など ④班 ご とに選択 した教材 を読 み,「 や さ ・班 は討議 しやす い もの

に 表 現 さ れ た し さ」 に っ いて考 え,討 議 す る 。 そ の 結 と な るよ う配 慮 す る。

「や さ し さ 」 … 果 を発表 で きるようにま とめ る。 ・討議記録 用紙 は班 ごと

班別研究討 議。 班構成4～5人 に配布 し,発 言 の要 旨 を

〈読 解,考 察, ク ラス に8～9班 記録す るよ うに指示する。

討議(小 集団で ・机 間巡視 し,適 宜 助 言

の音声 によ り自 す る 。

己表現〉
第 「 「

教材選択肢 と考察の視点(概 要)

*「 夕焼 け」詩 ・吉野 弘

→ 日常 生 活 に お け る 「や さ し さ」 に っ いて 考 え る。

3
*「 小 さい マ リの歌 」詩 ・鮎 川 信 夫

→親子関係 にお ける 「や さ しさ」 にっ いて考え る。

*『 パ リの ス イ ン グ ドア』 旅 行 記 ・妹 尾 河 童

→異文化 問の 「や さ しさ」 の違 いにっいて考え る。

*「 天 声 人 語 」 コ ラム ・朝 日新 聞
●

→社会 的な問題 と しての 「やさ しさ」 にっ いて考 え る。

*語 源調 べ(自 由研究)・ 各 種辞典

→ 言 葉 と して の 「や さ しさ(い)」 にっ い て調 べ る。

手順
4

(1>班 を作 り,班 長 ・司 会 ・記 録 ・発 表 係 を決 め る。

(2)教材選択肢 か ら一 っ選 ぶ。

(3)読解 し,考 察 の視点 を手掛 か りに話 し合 う。討議 内容 を記

録す る。(語 源調 べの班 は,辞 典 などを調べ ま とめ る。)

時
「

話 し合 う際の注意点

・自分 の意見 を,相 手 に分 か るよ うに表現 す る。

・互いの発言を注意深 く聞き,主 旨を正 しく理解す る。
LJ

1

《評 価 の観点》 ウ 班 において積極 的に発言 で きたか 。

工 他 の班員 の意見 を受 け止 めて理 解す ることがで きたか。

オ 班 内の役割 に従 って討 議を円滑 に進 あ ることがで きたか。
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1

⑤文章や詩 など ⑤ 「やさ しさ」 にっいて班 ごとに検討 し ・発 表 終 了 後,各 自 で

に 表 現 さ れ た た内容 を発 表す る。また他班 の発表 を聞 「や さ しさ 」 に つ い て 考

「や さ し さ 」 … き,視 野 を広 げ る。発表要 旨 の メモを取 えた ことを文章 に ま とめ

第
発表 と聞 き取 り。 る 。 ることを予告 し,発 表要

<発 表(音 声 に 旨の メモはその材 料 とす

よ る自己表現) る よ う指 示 す る。

5 聞 き取 り(理 解
「 「

発表する際の注意点
と記録)〉

・発表 の最初 に教材本文 の内容 を説 明す る。

o

・聞 き取 りや す い よ う,姿 勢,速 度,声 の大 きさに配 慮す る。

・内容 が明確 に伝 わるよ う,問 題点,結 論,理 由を筋立 てて

話 す 。

6 聞 き取 る際 の注意点

・発 表 を よ く聞 き,要 旨 を記 録 す る。

・分 か りに くい場 合 は質 問 す る。

時 1

《評価 の観 点》 力 発表 内容 は分か りやす くまとめ られて いたか。

キ 発 表 内 容 を 理 解 し,メ モ を取 る こ とが で きた か 。

ク 発 表内容 に対 して積極的 に質問で きたか。

⑥ 「や さ しさ」 ⑥ 「や さ しさ」 にっ いて の 自分 の考 えを ・文 章 の字 数 は,400字

に っ いて,自 分 論理 的 な文章 にま とめる。 か ら800字 を 目 安 に し,

の意見の文章化 「 生徒 の状 態 に合 わせ る。

く文字 によ る 自 使用する教材
・机 間巡視 し,適 宜 助言

己表現,作 文技 *構 成 プ リ ン ト す る 。

第 術〉 *作 文用紙

「

文章 に まとめ る際の注意 点

「

7
・今 までの学 習を通 して得 た 自分 の考 え を,明 快 な主題 文 と し

て表現 す る。

●
・記録 した発表の メモな どを参考 に し,具 体例 を挙 げる。

・説得力 のあ る文章 とな るよ う,し っか り した論 理 を組 み立 て

る 。

8 ・制限時間内で書 き上 げるよ う,時 間配分 を考 えて書 く。

・回収 した作 品 は,添 削

時
評価 し,次 時以 降 に返 却

す る 。

《評 価 の観点》 ケ 自分 の意見 に必要 な素材 を選択 し論理 的 に構成す る ことがで きた

か 。

コ 自分 の意見 を一定時間 で分 か りやす く文章 に表現す ることが で き

た か 。
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6.評 価の観点(事 後評価)

① 「聞 く」「話 す」 とい う言語活動 の領域 を通 じて,自 己の考 え を深 め,積 極 的 に

発言 す る ことがで きたか。(討 議記録 の提 出,指 導者 の観 察 によ る)

② 「聞 く」「書 く」「読 む」 という言語 活動 の系統的 な流 れの中で,自 分 に とって 有

益 な情 報を的確 に収集 で きたか。(発 表 の聞 き取 りメモ,構 成 プ リン トの提 出 に

よ る)

③ 自分の結論 に基 づ き,客 観 的かつ論理 的 に文章 を構成 す る ことがで きたか 。(構

成 プ リン ト,作 文 の提 出によ る)

総合:「 聞 く」「話 す」「書 く」「読 む」 とい う言語活動 にお け る各 領域 を有機 的 に結

び付 け,実 践 的な国語 の能 力を身 に付 けるこ とが で きたか。 また,こ の学 習 を

契機 と して,自 分 の生活 や生 き方を見 っめ直す ことがで きたか。

7.考 察

(言 語 活動へ の関心 ・意欲を 引 き出す)

「言語 活動 への関心 ・意欲 を引 き出す」 ため に,ま ず,生 徒 の生活 の実感 に働 きか け る教 材

を選定 し,指 導案 を作成 す る こととした。それ によって 目標 に近付 くことを試み た。導入 部 に

おけ る教材 の提示,イ メー ジの膨 らませ方,生 徒の意見 の取 り上 げ方 な ど,さ らに改善 ・工 夫

の余地 は残 った。 しか し,多 様 な生徒 に対 して積極 的な働 きか けを行 い,あ る程度 の成果 を引

き出す ことが で きた と考 え る。

「や さ しさ」 とい う言葉が,生 徒 の 日常生 活の中の潜 在的 な欲求 と一致 したため,抵 抗 な く

学 習 に進 める ことがで きた こと。導 入部 の工夫 によって言葉 の多義性 に思 い至 らせ関心 を一 層

高 め ることがで きたこと。以上 のよ うな効 果が もた らされ た。

また,多 様 な学 習形 態 によ り,生 徒 の関心 ・意 欲が一層高 ま り,学 習 成果 の発展 が実践 の中

に見 られ た。展 開部 の発表学習 において様 々 な工 夫を生 徒 自 ら行 い発表 し,活 発 に質疑応 答 が

行 われた。単 に正 答を求 あるので はな く,自 らの認識 を深 め るための学 習で あ り,生 活 実感 の

中か ら考 え,答 え,発 表す る学習 であ った。 この ことが こ うした積極性 を生んだ もの と考 え ら

れ る。

(実 践的 な国語 の能力を養 う)

「実践的 な国語 の能力 を養 う」 たあ に,様 々な言語 活動 を単元 の中に組織 し,目 標 に近 付 く

ことを試 みた。特 に,「 聞 く」「話 す」 の2領 域 に生 徒の積極性 を見 い出す ことがで きた。 この

活動 には二っ の場 面(グ ループによ る討議,ク ラス全体で の発表 と質疑)を 用意 したが,自 分

の意 見 も大切 に しなが ら,他 者 の意見 に耳を傾 けっっ 自問 自答す る学習 活動を組織 した。 この

ことが積極性 を生 み出す背景 とな った もの と考え られ る。 また,発 表者 の声量 ・速度 ・発 表 内

容,聞 く側 のメ モを取 る要領 な ど,言 語技 術の面で も大 いに成果 が見 られ た。

「読む」領域 で は,教 材 を投 げか け,考 察 の視点を提示 し,生 徒 の力 によ って どこまで読 み

深め られ るかを試 み た。文章 の一 つ一つの表現を掘下 げて読 む とい う点 において,若 干 深 ま り

に欠 けた ものの,書 か れた内容 につ いて批 判的 に意見を出 し合 った り,主 題か ら話題 を広 げて

考 え た りす るな どの点 では,思 考 の広 が りが見 られ た。

これ までの言語 活動 のま とめ と して設定 したのが 「書 く」領域 であ る。様 々な言語活動 を通

一10一



して収集 した 「書 く」材料 を整理 し,自 分 の思考 の糧 にな る材料 と して選 び出 し,段 落構成 を

意 識す る。 そ して,論 理 的 な文章 を作成す る指導 を行 った。書 く材料 が豊富 にあ り,考 え る こ

とへ の積極的 なかかわ りを通 じて,意 欲的 に作文 に取 り組 む姿 な どが見 られた。書 き上が った

作 文 も,他 者 の意見 を 自分の考え に取 りこむなど,複 眼 的な広 い視野 で書か れた作品 な ど,す

ぐれた ものを見 ることがで きた。論理的 な思考,展 開の点 で も努力 の跡が数多 く感 じられ た。

(ま とめと今後 の課題)

第一 に,導 入部 の指導上 の工夫 や,導 入教材 の選定 に意 を用 い ることによ って,生 徒 の学 習

へ の動機付 けを図 る ことが大切で ある。 しか し,関 心 ・意欲 を引 き出す ために,学 習 計画 そ の

ものが改めて組織 し直 され る必要が あろ う。導入 に成功 した と して も,そ の後 の学習 活動 が平

板 な もので あれば,生 徒 のや る気 は育 たない。実践的 な言語活動 の経 験を通 じて関心 や意欲 が

高 め られ,そ の ことによ って更 に活動 その もの も豊か に展開 されて い くもの と考 え る。 その た

め,今 後 とも生徒を励 ま し,支 援 して い く視点か ら評価 し直 し,そ の工 夫 ・改善 を さらに検 討

して い く必 要が ある。

第二 に は,こ うした評価 の在 り方その ものを検討 す る必要が あ る。今年 度,「 評価 の観 点」

として と らえ た ことは,「 正 解 に到達 したか,し ないか」 で はな く,ど れ ほど主 体 的 に取 り組

み,自 分 な りの思考を深 めたかに重点 を置 くことであ る。 その際,第3・4時 の班討議 にお け

る積極性 や第5・6時 におけ る発表者 の工夫な ど,全 体の中で単純 に相対 化 して は評価 で きな

い点 が問題 とな った。音声指導 な どの実 技的 な評価,生 徒一 人一人 の個性 を伸ばす評価 な ど と

併せて,学 習過程 を支 援 し意欲 を喚起 す る評価の在 り方を追 求 して きた。

第三 に学習活動相互 の密接 な関連 であ る。「実践的 な国語 の能力 を養 う」 ため に様 々 な言語

活動 を組織 した。単 に技 術的 な実践 に とどま らず,生 徒 の言語生 活を豊 かにす るため の方 法 を

工 夫 してみ よ うとい う共 通認識 があ った。生徒 が 日常生活 を送 る中で 「読 む」「聞 く」 「話す」

「書 く」 とい う言語活動 の各領域 が単 独で存在す ることは極 あて少 ない。っ ま り,聞 いて書 く,

読 んで書 く,読 んで話 す とい った複合的 な言語活動 にな ってお り,そ の繰 り返 しの中か ら自己

の認識 を養 い深 め るもの と考え る ことが で きる。 このため,国 語科 の授業実践 の中 に,総 合 的

な言語活 動 を積極的 に とりこんで い くことが重要で ある。そ して,そ れ は系統 的に しくまれ た

ものでな ければ な らない。生 徒の発達 段階 に応 じて,あ る時期 に は個別 の言語活動 を時間 を か

け指導 して い くとと もに,あ る時期 には言語活動 を組み合わせ,生 徒 の 自主的 な活動 を誘 発 し

なが ら実践 を進 めて い くとい うことの大切 さを,改 めて学ぶ ことがで きた。

「一一一一 《授 業 後 の生 徒 の感 想(例)》

○普段全然授業 に参加 しない私 が,詩 を読んで理解 しよ うと した事,自 分 の経 験 も含 めて

友人 と話 し合 い考 え た こと,高 校 に入 って国語 の勉 強を した気 がす る。

○ こん なふ うに詩 を読 んで内容 を考 え ることは楽 しか った。話 し合 いが進 み真 剣 にな るに

っれ意見 の対立 が出 たのは自分 で も驚 いた。

○ 同 じ意見 で も別 の視点だ った り足 りない部分を補足 された り,他 の人 の意見 を聞 い た り

話 し合 うことの大切 さを知 った。
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したね らいの一 っ であ る。古典学 習 は,

に学 ぶ ことであ る。 このよ うな新鮮 と も思 え る体験 を通 して,生 徒 が 日常 な にげな く見過 ご し

て いる臼分 の生活 を吟味 して い くので はないか と考え た。

この ため本単元 で は,課 題 プ リン トを利 用 させ ることで,主 人公 の人物 像を総合的 に理 解 す

ることを目標 と した。 そのため,言 葉 を文脈 か ら独立 した もので はな く,あ る場面 の中で あ る

立 場の人物 が語 った言葉 として理解 す るとともに,他 の登場人物 を主 人公 にと っての他者 と し

て と らえて い くことに重点 を置 いて学 習す る。 そ して,こ の学習 を通 じて,生 徒 は,自 分 自身

の問題 と して この 自己と他者 との関係 を と らえ なお し,自 己の生 き方 を考 え る契機 と して い く

ので ある。

この よ うな目標 か ら,「 虫 めつ る姫君」を教材 に選 んだ 。「虫 めつ る姫君 」 は,短 編物語 の も

っ軽 妙 な展開 と人物 のお もしろ さにお いて際立っ作品で ある。虫 をかわ いが る姫君 は,当 時 の

常 識か ら見 れば風 変わ りとも評 され るものだが,同 時 に姫君 の発言 や態度 か らは,彼 女 が聡 明

で,理 知的 な人 物 である ことも読 み取 ることがで きる。

未熟 なが らも,真 理 を求 め自分 の生活 を見 直 して い こうとす る姫君 は,生 徒 に とって も身 近

で魅力的 な存在 と して共感 を呼 ぶ ものであ ろう。他者か らは理解 され難 く,非 難 や嘲笑 の対 象

にす らなる姫君 の言 動 の背後 には姫君 の生 きる姿勢一 未熟 で はあ るが,物 事 の実証 的な洞 察

を通 して,自 ら生 きる指針 を学 び とろ うとい う堅固 な姿勢一 を見 出す ことがで きる。

授 業 に際 しては,古 文 を現代語訳 に置 き換 えて終わ りとす るので はな く,作 品 の枠組 み と し

ての時代背景 や場面 の中 で主人 公の言動 に着 目 し,人 物像 を多面 的 に浮か び上 が らせ る ことが

大切で ある。重 層的 に配 された他者 の存在や会話,垣 間見 の表現 を中心 に,人 物像 を立 体的,

多面的 に とらえ させ るのであ る。

その過程 の中で,生 徒 は,物 語の登場人物や語 り手,ま た,そ れ らを取 り囲 む社 会 と自己 と

を相対化 し,翻 っては,自 己 と他者,自 己と社会,あ るいは自己の存在 にっ いて普 段 じっ くり

考 え ることの ない課題 に直面 す る。 たとえ ば,社 会 や常識 に対 して曖昧 な態度 を とった り,自

己 の在 り方 を見直す契機 とな るはず の他者 との摩擦か ら逃避 した りす る,現 実 の 自分 に気付 く

の であ る。

各時 に は課 題 プ リン トを用意 し,表 現へ の注意 を喚起す るとと もに,自 分 な りの問題意識 を

2言 語活動 への関心 ・意欲 を引 き出 して,実 践 的な国語の能力 を養 う古文 指導の工夫

1単 元 物語 を読 む

2教 材 「虫 めつ る姫君」(『堤 中納言物語』)

3単 元の 目標

①短 編物語 の もっ軽妙 な展開 と印象 的な人物描写 に注 目す る ことによ って,古 文 に対 す る関

心 ・意欲 を引 き出す。

② 時代背景 や場 面の中 で,表 現 に即 し,ま た他者 の視 点を通 して人物像 を的確 に とらえ る。

③ 自分 の意見 を論理的 に述 べ るとともに,自 分 の生活,生 き方 を見っ め る契機 とす る。

④ 古典 の基本 的 な言語事項 につ いて理解 す る。

4単 元設定 の理由

古典文化 の学 習を通 して現代 の 自分 自身 の生 き方を見っ め直す とい うことが,本 単元 を設 定

いわば時 ・空間を超 えた,日 常生 活 に対置 された世 界
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もたせて い く。 ま とめの学習活動 として,生 徒 に登場人物を一人選 ばせ,そ の人物 の視点 か ら

姫君 にっ いて作文 を記 させ る。「あ る女房の手記」「二十年後 の姫君」 な どの題 で,他 者 の視 点

に立 った り,時 間の経過 を考 えた りす ることによ って,自 己を客観 的 に見っ あ るよ うにす る。

自分 な りの問題意識 を表現 として定着 させ,自 己の問題 として とらえなお させ る契機 とす る。

5.指 導計画(第2学 年対象,配 当時間7時 間)

時

第

1

時

第

2

時

指導事項

(導入)

①読解への

動機付け

②音読

学 習 活 動

① 「蝶」「虫」「め づ」 「姫君 」,さ らに

「按察使 の大納 言 」 「か しつ く」 な どの

語 に着 目す る ことに よ り,次 の3段 階

に分 けて,「 姫 君」像を具体的 に想像 す

る。

(i)題 名 のみを読 んだ段階

㈹ 本文2行 目までを読 んだ段 階

圃 本文13行 目までを読 んだ段 階

② 姫君 の置 かれ て い る状況 にっ いて発

表す る。

③次 の点 に注意 しなが ら,斉 読 す る。

・姫君 の年齢

・登場人物

・誰 の言葉 か

指導上の留意点

① 段階 を お って次 の3点 に整 理

す る。

1)当 時 の一 般 的 な姫 君像 と

「虫」 のイメー ジの多様 性

2)「 蝶」 と 「虫 」 の対 比 に

見 る美 意識 の差異 と,姫 君 の

身分 やその入 内 の可能性

3)姫 君 の風変 わ りな言動

②音 読 に際 して は,以 後 の読 解

の要 点 に注 目 させ るた め,あ ら

か じめ質 問を して お く。

③課題(一)を 配付 し,次 時 の

読解 の手掛 か りとす る。

《 評 価 の 観 点 》

ア 姫君 が,当 時の一般 的 な姫君像か ら大

き く外れて い る点 を,指 摘で きたか。

イ 入内 の可能性 を考 慮 した上で,姫 君 の

年齢 や 日常生活 にっ いて,自 分 な りの感

想 を もっ ことがでたか。

ウ 正確 な音読 がで きたか。

〈
生
徒
の
反
応
V

第1段 階:姿 や 泣 き声の美 しい虫 を物

静か に鑑 賞す る上 流 階級 の 姫 君

「引き 目,鉤 鼻,下 ぶ くれ」 像

第2段 階:蝶 と対 比 され るよ うな虫 を

かわ いがる按 察使の大納言 の姫 君

大切 に育 て られ,入 内の可能 性 も

あ る。

第3段 階:手 に毛 虫 を乗せ て,ま じま

じと観察す る変わ り者 の姫 君

(展 開1)

①姫君 の人

物像 の読 解

その1。 日

常 の言 動 か

ら

②音読

①表現 に即 して,次 の2点 か ら,姫 君

の人物 像を まとめる。

(i>姫 君 が,自 己の生 き方 の指 針 と

して いる ものの見方 ・考え方

㈹ そ れ に基 づ く姫君 の 日常 的 な言

動

②姫君 の 日常 的 な言動 が,姫 君 の置 か

れてい る社 会的 な枠 組 みか ら外 れて い

る点 を,女 房 た ちの反応 や前 時 の① を

踏 まえて理 解す る。

① 次の表現 に注 目 させ る。

考 え方:「 人 はま ことあ り,～

心 ばへ をか しけれ」

言動(虫 に対 して):「 これ が

な らむ さまを見む」「烏毛虫の,

～心 に くけれ」

言動(自 分 に対 して):「 人 は

～ わ う し」「眉 」「歯 黒 め」

②課題(二)を 配 付 し,次 時 の

読解 の手掛か りとす る。
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第

2

時

第

3

時

第

4

時

《 評 価 の 観 点 》

ア 虫 を愛 で る ことと身 だ し

なみを調 え ない ことが,同

じ考 え方 に基づ くことを理

解 で きたか。

イ 姫君 の置かれ てい る社 会

的 な立場 を理解 で きたか。

ウ 女房 た ちの困惑 の原 因 を

具体 的に指 摘 で きたか。

〈
板

書

例
〉

(展開2)

①姫君 の人

物像 の読 解

その2・ 社

会的 な側面

か ら

②音読

①次の2点 に着 目して,親 たちの発言 の真

意を理解する。
・姫君の置かれている社会的な立場。

・姫君に最 も近 い他者 の立場か らの発言で

ある点。

②姫君の行動原理が,親 を含めた他者 か ら

受け入れられにくい理由を,次 の2面 か ら

とらえ理解を深める。
・姫君の立場か ら。

・親たちの立場か ら。

①親 たちが危惧 してい るこ とを次

の点 を手掛か りとして,具 体的 に

挙げさせていく。

1)「 音聞 き」 の内容 と,そ れ

が姫君に与える影響。

2)身 分や年齢 に即 した社会常

識 として姫君 に求 め られ てい る

もの。

3)後 見のない姫君の一生。

②課題(三)を 配付 し,次 時 の読

解の手掛かりとす る。

《 評 価 の 観 点 》

ア 親たちの危惧が,娘 の将来(結 婚)に 関

するものであることを指摘できたか。

イ 姫君 と親 との対話のすれ違 いにっいて考

えを深めることができたか。

ウ 親 たちの発言が,姫 君 に最 も近 い他者 と

しての視点 に立 っていることを理解で きた

か。

〈
発

問

例
〉

Q1親 たちは,姫 君のことをどう思い

何を心配 しているのか。・

Q2ど のような噂 が広まることを,ど

のような理由から心配 してい るのか。

Q3姫 君がも し男の童だ った ら,親 の

反応は どうだろうか。親 は姫君に対

して,ど のような立場か ら,そ の言

動をた しなめているか。

(展開3)

①姫 君 の人

物 像 の読 解

その3・ 蛇

事 件 を通 し

て

②音読

①姫君の発言 と行動を整理する ことによ っ

て,そ の不一致に注目し,姫 君の考え方の,

実践的な面における理想 と現実 にっいて明

らかにする。

②蛇が作 り物であると気付 く前後の女房 た

ちと大殿の反応の違いを,次 の点に着 目し

て理解する。

大殿(i)娘 の身を案 じ,女 房を叱る。

㈹ 蛇の作 り主をほある。

㈹ 娘の言動をたしなめ,返 歌

を勧める。

女房(i>姫 君の言行の不一致を笑い,

大殿に言 い付ける

㈹ 蛇の作 り主を非難する。

㈹ 返歌を勧める。

③蛇の送 り主の人物像 も考える。

①次の表現 に着目させる。
・姫君 の理想:「 君 はい との どか

にて」「なまあか しきうちしも～」

など。

・姫君の現実:「 うちわななか し」

「立 ち所居所蝶のごとく～」
・送 り主の人物像:「 あ る上達 部

の御子,う ちはや りて ものおち

せず～」 「いかで見 ばや」「物 よ

くしける人かな」

②大殿 が蛇ではな く作 り主 を ほめ

ている点 などか ら,返 歌 を勧 ある

意図について も示唆する。

③課題(四)を 配付 し,次 時の読

解の手掛か りとする。

一14一



第

4

時

第

5

時

④② ・③ を通 して,姫 君 を取 り巻 く他

者存在 を,次 の3段 階 に分 けて と らえ

直す。

(i)親 。 ㈹ 女房 たち。

㈹ 蛇 の送 り主。

《 評 価 の 観 点 》

ア 姫君 の発言 と行動 の不一

致 を指摘 で きたか。

イ 姫君 が理想的 な生 き方 を

守 ろうと して い るものの,

現実 は未 熟で ある点 を理解

で きたか。

ウ 登場人物 の,姫 君へ の接

し方 の違 いを指摘す る こ と

によ って他者 存在 にっ いて

考え を深 め られ たか。

〈
板

書

例
〉

(展 開4)

① 垣間見 の

しくみ の理

解

②姫君 の人

物像 の読解

その4・ 右

馬佐 の視点
・リラカ

読音②

①垣 間見 の場面 の描写 を次 の よ うな二

面性 を指摘 した上 で,表 現 内容 を 的確

に と らえ る手だて とす る。

見 る側(右 馬佐)内 面(心 情 ・

[ 感想)が 語 られ る。

見 られ る側(姫 君)外 見(容 姿 ・

態度)が 語 られ る。

②視点人物 の人物 像 を確認 した上 で,

姫君 の容姿 の特 徴 を整理 し,姫 君 が潜

在的 には卓越 した美質 を備 えて い る点

を読み取 る。

③ 姫君 の美 質 が十 分 に発現 され て いな

い理 由を ま とめ,姫 君 の人 物像 につ い

て理 解を深 める。

①見 られ る側 の内面 は,そ の発

言 や態 度 か ら推察 で き る こと も

確認 す る。

②美質 の基準 にっ いて は,当 時

の一 般 的 な美意 識 か らだ けで な

く,右 馬 佐 とい う好 き者 の視 点

によ る描 写 で あ る こ とを確 認 す

る。

③ 「人 はす べ てつ くろふ と ころ

あ る はわ う し」 とい う発言 の根

本 に あ る考 え方 に っ いて確 認 す

る。

④課題(五)を 配付 し,次 時 の

読解 の手掛 か り とす る

《 評 価 の 観 点 》

ア 垣 間見 の場面 の読 み方 に

従 って,読 解 を深 め る こと

がで きたか。

イ 姫君 の容姿 の特徴 として,

次 の2点 を理解 で きたか。

(i)卓 越 した美質 の潜在化。

㈹ 美質 の発現 を妨 げて い

る姫君 の生 き方。

ウ 当時 の美意識 に興味 を も

て たか。

〈板

書

例
〉

(展 開5) ① 姫君が大輔 の注意 をそのまま聞 き入 ①姫君 は入 目にっ く場所 に は身
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第

6

時

第

7

時

①姫君 の人

物像 の読 解

その5・ ま

とめ

②音読

れず,童 に事実 を確 か め させ よ うと し

た理 由 と,事 実 を確 か め た後 の姫 君 の

行動 にっ いて考 える。

②姫君 の卓越 した美 質 が,姫 君 自身 の

選 んだ生 き方 に よ って十 分発 現 されて

いな いことを確認す る。

③姫 君が 自 ら選 ん だ生 き方 で あ って も

他者 で ある右 馬佐 か らは,姫 君 の欠 点

と して しか と らえ られ な い点 を読 み取

る。

を 置 か な い とい う当時 の常 識 を

確認 す ると と もに,次 の表現 に

も注 目す る。

「さすが に,親 た ちに もさ し

向か ひたま はず～」

② 右馬 佐 の視点 に よ る次 の表 現

に注 目させ る。

「うとま しか るべきさま」

「わず らは しきけ」

「む くっ けき心」

「かばか りなるさま」

③課題(六)を 配付 し,次 時 の

読解 の手掛 か りとす る。

《 評 価 の 観 点 》

ア 姫 君 の生活態 度 につ いて,次 の2面 か

ら理 解を深 め ることが できたか。

(i)自 ら選 んだ生 き方 に基 づ く実証 的 な

態度 。

㈹ 「常識 」的 な態度。

イ 右馬佐 が と らえた姫君 の人物像 を ま と

め ることがで きたか 。

〈

発

問

例

V

Q1「 そ れ,さ ば れ,も の 恥 つ か し

か らず」 と 内容 的 に 矛 盾 す る 姫 君

の 言 動 を示 せ 。

Q2「 そ れ,さ ば れ,～ 」 と言 って

い た 姫 君 が,結 局 「走 り入」 った

理 由は 。

Q3「 立 ち走 り」 と 「走 り入 り」 の

行 動 に は,ど の よ うな 違 い が あ る

か 。

Q4こ の よ う な一 連 の 言 動 か ら,姫

君 の ど の よ うな 行 動 パ ター ン,考

え方 が伺 え る か 。

(ま とめ)

①通読

②姫君 の生

き方 に対す

る批評

自分 自身 の

生 き方 につ

いて

① 全文 を読 み通 し,次 の点 にっ いて,

姫君 の成 長 に伴 う質 的変化 の可 能 性 の

面か ら自分 の考 えを深 め る。

(i)登 場人物 と姫君 とのかかわ り方 。

伍)姫 君 の置 かれて いる状 況。

㈹ 姫君 の言 動 と もの の見方,考 え

方 。

②人物設 定 の多様 性 を念 頭 に入 れ た上

で,登 場人 物 を一 人選 び,そ の人 物 の

視点 か ら姫 君 につ い て ま とめ る。 その

際,何 年 か た った後 とい うよ うな時 間

の経過 を前提 とす る。

①課題(一)～(六)を 参 考 に

して,自 分 自身 の考 えを率 直 に

表 現 す る。肯 定 で き るか否 か と

い う点 にっ いて も確認 す る。

② 登場 人物 の整理 とと もに,自

分 の置 か れて い る状況 につ いて

もまとめ させ る。

③ 成 長 とい う点か らも姫君 と自

分 との接点 を示 唆す る。

④課題(七)「 ○年後 の姫 君」 ・

「○○ ○ の 手記 」(800字 程 度)

を配付 し,読 解 の まとめ とす る。

《評価 の観点 》

ア 姫君像にっ いて,

多面 的に理 解 を深

め ることが で きた

か。

イ 自分 自身 の置 か

れて いる現実 を 踏

まえて,姫 君 像 を

表現す る ことがで

きたか。

ウ 表現上 の視 点 は
一 貫 して い るか

。

Q1姫 君は,登 場人物 に対 して,そ れぞれ どの ような 思 い

を抱 いているのか。あなただ った らど うか。

〈Q2自 分の将来 に対す る大 殿た ちの心配 を,姫 君は理 解 していたのか
。

発Q3あ なた には,姫 君の ような,生 き方 や言 動の基盤 にな
る考 え方や信念 があるか。

問Q4

例

〉

「
0

企
U

Q

Q

そ の考 え方 や 信 念 を,周 囲 の人 々は理 解 して くれ て い

る か,そ れ に つ い て 何 と言 っ て い る か 。

姫 君 は,自 分 の 美 質 につ い て 自覚 を持 って い る の か 。

姫 君 に と って,虫 と蛇 とは ど の よ うな存 在 で あ っ た の

か 。

Q7も の の 本 質 とは 何 だ ろ うか 。 と らえ る こ と が で き る の

か 。
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6.評 価 の観点(事 後評 価)

①単語 調 べ,課 題 プ リン ト,作 文等 に積極 的に取 り組 んだか。

② 物語 の展開 や人物描写 の視点 を押 さえなが ら,本 文を的確 に読 解 し,鑑 賞 で きたか。

③ 登場人物 の置かれて い る状況 やその言 動を示す表 現 に注 目 して,そ れぞれの人物 像を 多面

的 に理解 で きたか。

④ 自分 な りの問題意識 を もって,古 人の生 き方か ら現在 の自分 を見っ め直す契機 を得 たか。

⑤助動詞 や係 り結 びな どの古 典の基本的 な言語事項の理解 を通 して,読 解 が深め られたか。

7.考 察

古典教 材 と しての 「虫めつ る姫君」 は,次 の2点 において短篇物語 と して生徒 に十分 に読 み

応 えの ある ものであ った。一っ は,姫 君 自身 の発言 や行動 か ら,姫 君 の人 とな りを理解 しやす

か った ことであ り,ま た もう一 っ は,他 の登場人物 の配 置が効 果的で,他 の登場人物 の視 点 か

ら姫君 の在 り方を読 み取 りやすか った ことであ る。そのたあ,読 解 を通 じて古典 の世 界 に対 す

る興味 ・関心 を引 き出す こともで きた。また,現 代語訳 の難 しい ところに脚注 を加 えた り,漢

字 の読 み,読 解 のポイ ン ト,文 法事項を精選 した りしたことが,登 場人物 の発言 や態度 の的確

な読解 に効 果を あげた と思 われ る。

主人 公 「虫 あつ る姫君 」 自身 の発言 や行動 か らの人物理解 にっいて は,状 況 を踏 まえ て読解

を進 め るよ う配慮 した。その ことによ って,姫 君 を,未 熟 で はあ るが人 間の誠 実 さや真理 ・本

質 を探求 す る姿勢 を評 価す る人物 として理解す ることがで きた。 自分 た ちと年齢 の近 い姫 君 に

親近 感を覚 えやすか ったのか読解 が深 ま るにっれて,生 徒 は実 に生 き生 きと した姫君像 を構 築

して いった。表現 に即 した読解 が人物理解 への有 効な手段 となる ことを生徒 自身 も実 感す る こ

とがで きたのであ る。

また,他 の登 場人物 との関係 か ら姫君の人物像 を理解す る際 に は,姫 君 との距離 を測 りなが

らそれぞれの発言 や行動 を読解 す るよ うに した。姫君以外 の登場人物 を姫君 の他者 と して意 識

し,姫 君 の人物 像 を,姫 君 を中心 と した人物関係 の中 で多面 的に と らえよ うと したのであ る。

それは同時 に,生 徒 に 自分 自身の人間関係を整理す るための有効 な方法 にな る ことを意識 させ

る ことに もっ なが った。 自己と他者,自 己 と社会,あ るいは 自己の在 り方 にか かわ る問題 は,

生徒 自身 に とって も身近 な問題 であ り,読 解 を進 めてい く中で 自己 と他者 との関係 を と らえ な

お し,自 分 な りの問題意識 を もって 自己の生 き方 を考 え る契 機 とす る ことが で きたのであ る。

評 価 にっ いて は,特 に事 中評価 に重点 を置いた。各時の学 習事項が どの程度達成 され たか を

確認 で きるよ うな設問 を課題 プ リン トの中に用意す るよ うに した。結果 として各時の学習事 項

は生徒 の実態 に即 した もの とな った。

「型破 り」 と も 「風変 わ り」 とも評 せ られが ちな人物への興味 か ら,本 単 元の学習活動 は始

ま った。登場 人物 の発言 や態度 を的確 に読 解 し,主 人公の人物像 を総合 的に と らえて い く過程

にお いて,生 徒の興味 ・関心 は時代背景や他者理解 とい う問題 にまで深 あ られて い った。登場

人物 の在 り方を 自己の問題 と して と らえなおそ うとす る意欲 も作文 な どか ら伺 うことができた。

今後 は,『 源氏物 物』 など他 の作 品を読 む ことに よって,今 回得 た実践 的 な国語 の能力 を さ

らに深 めて い くよ うな指導 にっ いて も検討 を加 える必要 があ る。
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3言 語活 動へ の関心 ・意欲 を引 き出 して,実 践 的な国語 の能 力を養 う漢文指導 の工 夫

く は じめ に(主 題及 び単元設定 の理 由)〉

古代 中国の思想 は,西 洋哲学 の一部 に見 られ るよ うな抽象 的思弁 が少 な く,現 実社 会 の問題

を解決す るた めの思想 と して,人 間 はど うあ らねばな らぬかとい う生活規範 が主流 の ものであ っ

た。 また,古 代中国 の文字 文化 は,ま ず中国語 その もの として 日本 に輸入 され,や がて古 代 日

本語 と して読 み慣 わ され るよ うになった。 これが 「漢文」 の起源 であ る。漢文 は,漢 語が和 語

に同化 され市民 権を獲得す るよ うになって も,日 本人の代表 的な文章形 式 の一つ と して さ らに

発展 して い った と考 え られ る。先人が漢文か ら受 けた影響 は計 り知 れず,そ の伝統 は,今 で も

諺 や行動様式 と して我 々の 日常生活 に数 多 く生か されて い る。

新 しい学 習指導 要領 の古典講読 の 目標 にお いて も,漢 文 は古文 とともに我が国 の文化 と伝 統

に対 す る関心 を深 め,古 典 に親 しむ態度 を育て る もので ある ことが強調 されて い る。

数 年程 前 か ら,「 三 国志 」 の授業 を希望す る生徒 が出てきた。「三国志」が近年 コンピューター

ゲー ムの素材 と して,生 徒 に新鮮 な印象 を与えた もので あ った。生徒 の関心 は,主 に躍動 す る

個 々の人物像 に集 中 した。そ こで,本 単 元で は生徒 が比較的容易 にイ メー ジで き,関 心 を もち

ゃす いよ うに,具 体 的 な人 間の行動 を扱 った作 品を取 り上げ,漢 文の世 界に対す る生徒の関心 ・

意欲 を引 き出 し,漢 文 に親 しませ ることを意 図 した。

また,今 日まで連綿 と受 け継 がれて きた 「漢文」 の伝統を継承 して,音 読や暗唱 を積 極 的 に

とらえなお し,音 読 の内容理解 に果 たす役割 と,暗 唱が生 涯学習 の契機 となる視点 とを重 視 し

授業 を展 開 した。形骸 化 した教訓 で はな く,具 体 的な人間 の苦悩 や生 き方に接す ることによ り,

時代 を超 え て伝 わ って くる共感 を生徒 に追体験 させ,自 分 な りの人間観 ・人生 観 を培 わせ,生

涯 を通 した学習 に 目を開かせ ることこそ,真 の国語 の実践的能力 にっ なが ると考え た。

圏
1.単 元:現 代小説 とその原典 とな った漢文 との対比 を通 じ,登 場 人物 の把握 を深め る。

2.教 材;中 島敦 『弟子 』並 びに論語,史 記,孔 子家語,春 秋 左氏伝及 び礼記 の該 当部分

3.単 元 の 目標:① 漢文 を書 き下 さず に読 む習慣 を身 に付 け,暗 唱す る ことによ り,漢 文 の 口

調 に親 しみ,漢 文 に対 して興味 ・関心 を もっ。

②原典 とな った漢文 と,中 島敦 『弟子』 の表現 を比較 して,漢 文の簡潔 な文

体 を現代文 に生かす方法 を理解 し,実 践 的な表現能力 を身に付 ける。

③教材 の読 解を通 じて孔子 や子路 の人物像 を具体 的 に把握 し,そ の生 き方 に

っ いての感 想を表現 して,自 己の生 き方 を考 え る契機 とす る。

4.指 導計画(第1～3学 年対象,配 当時間6時 間)

時 指導事項 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

第

1

時

① 「論語」 ① 「志学」「而立」「不 惑」 など

の言 葉 を挙 げて,「 論語 」 に関

して,ど のよ うな ことを知 って

① 「論 語」が 日本文 化 に与 えた

影響 にっ いて,説 明す る。
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第

1
時

導
入

第

2
時

展
開

ヱ

第

3
時

展
開

2

第

4
時

展
開

3

第
5
時

展
開
4

いるかを発表す る。

② 「論語 」 先進 編 を音 読 す る。

孔門四科十哲 にっいて理解す る。

② 可 能 な限 り多数 を 指名 して音

読 させ る。 それ ぞれ の弟 子 にっ

いて のエ ピソー ドを紹介 す る。

《評 価 の観点》

儒教 倫理 が 日本文化 に与 えた影響 を理解 し,孔 子 やその弟子 たちに親近感 を もっ こ とが

で きたか。

*ア ジァの急速 な経 済発 展 の原因 の一 つ として,儒 教 が国際的 に も注 目されて いる 点 に

も触 れ る。

③ 「史記」仲尼弟

子列伝

④ 「孔子家語」子

路初見

③範 読 を聞 き,そ の後 指名 によ

り,返 り点 に注意 して,音 読 す

る。

④範読 を聞 き,斉 読 し,書 き下

さずに読 め るようにす る。

③ 可 能 な限 り多数 を指 名 して音

読 させ る。

④上 記③ に同 じ。

《評価 の観点》

返 り点 に従 いなが ら,ゆ っ くりと音読 し,漢 文 の口調 に慣 れ ることがで きたか。

*書 き下 さず に読 む方 が実践的で ある ことに気付か せ る。

⑤中島敦 「弟子」

⑥ 「弟子」 と原典

との比較

⑤ 指名 に よ り音 読 し,子 路 の弟

子 入 りに至 る経過 を把握す る。

⑥ 漢文 と比較 して,中 島敦 の創

作 の表現効果を考 え る。

⑤ 文体 に注意 を払 わせ な が ら音

読 させ,そ の後,人 物 の心情 を

中心 に,読 解 させ る。

⑥子 路 の弟子 入 りの理 由 に注 目

させ る。

《評 価 の観点》

子路が なぜ孔子 に弟子入 りしたか にっ いて,テ キス トによる違 いが把握 で きたか。

*原 典 に比 べて,「 弟子 」で は子路 の心情が詳 細 に説明 されてい ることに気付 かせ る

⑦ 孔子 と子路 との

関係

⑧ 「論語」先 進編

による,孔 子 と子

路 との関係 にっ い

ての理解 の深化

⑦子路 と孔子の関係を理解す る

⑧ 孔 子 が子 路 を どの よ うに評 価

して いたかを考 え る。

⑦ 「弟子 」の粗筋 を紹介 す る。

⑧子路 が 「論語 」 の中 に どの よ

うに登 場 して い るかを 紹介 し,

孔子 が予 言 した理 由を考 え させ

る。

《評価 の観点》

子 路の牲格か ら,孔 子 が子路 の悲劇的最期 を予言 していた ことを理解 で きたか。

*子 路 は,孔 子 の弟子 の中 で も特異 な存在 であ った ことに気付かせ る。

⑨ 中島敦 「弟子」

十六 にみ られ る衛

の状況

⑩ 「春秋左氏伝」

哀公 十五 年,「 礼

記 」 檀 弓上,「 孔

子 家語」 曲礼子夏

⑨指名 によ り音読 し,登 場人 物

の人間関係 を図表 の形 に ま とめ

る。

⑩範読 の後,指 名 に よ り音読 す

る。「春 秋左 氏伝 」 は特 に繰 り

返 し読み,暗 唱 で きるよ う努 力

す る。

⑨ ノ ー ト に ま と め さ せ,

る 。

確認す

⑩書 き下 さず に読 む習 慣 を身 に

付 け るよ う指導す る。 ま た,暗

唱 によ り,漢 文 の簡 潔 な文 体 が

自分 の もの になるよ うにす る。
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《評価 の観点》

暗唱 のため}ご繰 り返 し音読す るこ とに よ って,漢 文の 口調を身 に付 け られ たか。

*当 時 の衛 の状 況:子 の韓 が衛侯 の位 にっ き,父 の劇 職がそ の位 を伺 って いた。

⑪中島敦 「弟子」

十六の後半 と原典

との比較

⑫子路の最期 にっ

いての感想文

⑪音読 して,漢 文 と 「弟子 」 の

表現 の違 いに注 目 し,そ の効 果

を考 え る。

⑫表現 に注意 しなが ら,感 想 文

を書 く。

⑪ 中島 敦 の創作 に よ り,表 現 内

容 が どの よ うに変化 したか に気

付 かせ る。

⑫ 漢文 の簡潔 な文体 を 自分 の表

現 に生 かす よ うに指 導す る。

《評 価の観点》

「弟子 」で,子 路 と群集 との対立関係 に気付 くことがで きたか 。

*子 路=自 分 が正 しい と考 える ことのだめに命 を捨 て る。

群 集:自 分 たちの利益を考え,、有利 な方 に味方 をす る。

5.評 価 の観点(事 後評価)

①書 き下 さず に読 み,ま た,暗 唱す ることによって漢文 を読 み こな し,漢 文 の世界 に親 しむ こ

とがで きたか。

②漢 文 の簡潔 な文体を現代文 に生 かす方法を,小 説 と原典 との比 較を とお して理解 し,自 己 の

表現 とす ることがで きたか。

③孔 子 ・子路 の人物像 を教材 の読解 を とお して具体的 に把握 し,彼 らの生 き方 にっ いて 自分 な

りの考 えを もち感 想文 の中に 自己の生 き方を述べ るこ とがで きたか。

画
」ー

り
乙

0
0

4.

単元:史 伝 を通 して人 間の生 き方 と,そ の行動原理 を考 え る。

教 材:「 史記 」刺客列伝(荊 輌)

単元の 目標1① 現代語訳,横 山光 輝 「史記 」 など補助資料 の助 けを借 りて,漢 文の内容 理

解 を深 め る。

② 音読 と部分 暗唱 を繰 り返 す ことによ り,歯 切 れ のよい漢文 の リズムを身 に

付 け,何 度 も口ず さむ ことによ り,理 解 を深 め,親 しむ。

③ 司馬遷 の生 き方 か ら,古 代中国 の 「史官」 の使命 を理 解 し,「 刺 客 列 伝 」

の登場人物 に対 す る共感を通 して,自 己の生 き方 を見直す 。

指導計画(第1～3学 年対象,配 当時間6時 間)

時 指導事項 学習活動 指導上の留意点

第
1

① 古代中国 にお け

る 「史官」 の使 命

① 「春秋左氏伝」崔仔殺君の挿

話を聞 き 「太史」の使命を知 る

① 「太史」 に とって は,真 実 の

記録 こそ全 てで あ り,そ の使 命

時 と司馬遷 「李陵 の禍」 の大筋 を理解す る 感 に注 目 さ せ る。

導
② 「史記」 の構 想 ②歴史を人物中心 に描 く 「紀伝 ② 「刺客列伝」の登場人物に対

入 の理解 体」 という手法 を とお して,司 する司馬遷の共感に気付かせる

馬遷がいかに多様な人間像を描 ま た,「 呂 后 本 紀 」 の よ う に 皇
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第

2
時

展

開

1

第

3
時

展
開

2

第

4
時

展
開

3

第

5
時

展
開

4

こ う と したか を知 る。 帝 以外 で も本 紀 に と られて い る

点 な どを指摘す る。

《評価 の観点》

宮 刑 を選択 して まで 「史記」 を完成 させ た使命感 のす さ

ま じさを感 じ取 れ たか。*宮 刑 とは:『 男 ・女の交接 器

を除 き,ま た は閉 ざす こと。死刑 に次 ぐ重刑。腐刑 。』 横山光輝 「史記」

③ 「田光 自刎 」 ③範 読 に続 き各 自音読 し,現 代

語訳 を参 照 し読解 す る。 なぜ,

田光 が 自刎 したのか考 え る。
「 ■

* 自刎 の契機 とな った出

来 事 と著者 の語 る理 由

付 け に注 目す る。

《評価 の観点》

自刎 した田光 の士人 と しての胎持 が理解で きたか。

*自 刎 とは:『 自 ら首を はね ること。 自到。』

④ 「盛奨於期首函」 ④ 上記③ と同 じ。
「

*

「

荊輌の申 し出に応 じ,即

座に自到 した奨於期の 日

日の悔 しさを考える。

《評 価の観点》

田光 ・焚於期 の死 と,「 刺客列伝」 のテーマ 「士 は己

を知 る者 のために死 す」 との関連 に気付 いたか。

※ 焚於期:秦 の将 軍。罪 を受 け燕 に亡 命 。家 族 を

皆殺 しにされた。(罪 の内容 は諸説 あ り)

⑤ 「風薫薫分

易水寒」

⑤範読 の後,荊 輌 の出立部 分 を

繰 り返す 。
「

* 太子 丹 の焦 りに振 り回

され る荊輌 の 心 境 を理

解す る。

③ 田光 の 自刎 は,太 子丹 の不 用

意 な言葉 に端 を発 して い る こと

に気付 かせ る。

ワ
r
ク
シ
「
卜
監

田
光
自
蜘
の
契
匿

と
理
由
。

(

一
内
を
う

め
る

何
が
あ

っ
た
か
。

太
子
丹

懇

藷

鰭
荊鯛を
一

田
光

白

分
の
代

わ
り

に
鶏
朝

に
俵
頭
。

太
子
月

に
ロ

91
め
さ
れ
た

こ
と
を

恥
じ
、
荊

詞
を
励
ま
す
た
め
自
鯛
。

荊
洞

※
田
光
自
刎
の
二
面
性
に
気
q
く
。

※
太
子
の
不
用
慧
な
言
動
の
結
果
に
住
目
す

る
。

④荊 輌 は田光,奨 於 期二 人 の命

と心 を預 か った こと に気 付 か せ

る。 窒一ワ

湯ガ ロ タ ハ

円 於 叛 駐

薯 綱 聲

揺
緬

)

(
自
塾

(亡
命
〕

卜
2

語
を
λ
れ
、
0
内
に
人
名
を
入
れ
る
。

劃

⑤ 暗 唱 に は,で き る限 り多 くの

生徒 を指名 す る。 ま た太子 を怒

鳴 りつ けた言葉 に注 目させ る。

《評価 の観点 》

出立部分 の暗唱 はで きたか。歌 の意 味 は理解 で きたか。

荊輌 の心境 を 自分 自身 の もの として味わえたか。

*『 風薫薫 と して易水寒 し,壮 士一 た び去 りて復 た還

らず と』特 に 「牡士」 とい う語 に注意 を はらわせ る。

護ξ

塑 畦
易水(横 山大観筆)

⑥ 「図窮而七首見」 ⑥荊輌 の秦王暗殺が未遂に終 わっ

た場面 を現 代語 訳参 照 の上 で読

解す る。 暗殺失 敗 の原 因を考 え

る。
ド コ
ロ 　

*i荊 輌の最後の言葉か ら暗i

i殺 失敗の原因を考える。i
II

⑥秦 は厳 格 な法 によ り統 治 され

て いた たあ に,秦 王 が荊輌 に追

い回 され るよ うな椿事 が起 きた

ことに気 付 かせ る。 秦舞 陽 は ど

うして いたのか考 え させ る。
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《評価の 観点》

暗殺 失敗 の原因 は,秦 舞 陽 に透 る ことに気付 いたか 。一人 の壮士 の英雄 的行動 も為政 者

の判…断 の誤 りに よって丞 泡`≒帰鶴 こと力漸 荊輌へ の共感 を もって理解 で きたか。

・耕 陽 について ・わず が1臓 駄 を殺 頃 とい う人 間が深 して豪傑 なのだ ろ うか・

・年若 くして実物以上 の評判 を得 た人間の悲 劇が ここにあ る
。

⑦後日謳及び

感想文

⑦ 「高漸離學筑朴秦皇 帝」 の概

要を理解す る。魯句 践 の言葉 か

ら荊 輌 の人 間性 を知 る。 著者 を

含 め,講 読編 に登場 した人物 を
一 人選 び感想文 を書 く。

⑦関心 を もった人物 は誰 か とい

うことを はっきりさせ る。共 感

でな くて も構 わな いが,自 分 な

らど うしたか とい う仮 定 に基 づ

いて書 かせ る。

《評 価 の観点》

授業 に登場 した人物 は,皆 それぞれ信念 を もち,そ れに忠実 であ ろ うとす る。顧 み て 自

分 はど うで あるのか とい う視点で書 かれて い るか 。

*司 馬遷 と荊輯 を中心 に,そ れぞれ人間関係図 を書 かせ る。

そ こか ら一名 を選 び,何 につ いて関心 を もったか,自 分 はそれ にっ いて ど う思 うか,と

い う感想 を書 かせ る。

5.評 価 の観 点(事 後評価)

①漢文 その ものか ら,登 場 人物 の人間性 が読み取 れ るよ うにな ったか。

②暗唱 がす ぐに口をっ いて出 るよ うになったか。

③難解 だ と思われ た漢文 が,理 解で き読 あるよ うになったか。 また,そ れが,自 分 で確認 で き

るよ うにな ったか。

④感想文 中 に!自 分 自身 の生 き方を探 る転換点 とな った と思 われ る表現 が見 られ たか。

司鯖遇(「三才図会」から

太

子

瓦

鮫

客

知
・其

事

煮

皆

白

衣

冠
,
以

逡
レ之
.
至
・易

水

之
誕

鱗
贈
警

叢

勢

筑
.
荊

靱

和

而

歌
.爲
・
愛

徴

之

聲
叫
士

皆

垂
「
涙

涕

泣
.

【實
U
(攣
》

コリ

つき

ぼ

ロロ

又

前

而

翁
ヒ歌

日
,

風

鷲

薫

今

易

水

塞

肚

士

一

去

今

不
・
復

翼

復

爲
・
羽

馨
一抗

慨
」
士

皆

咲
レ
目
.
髪

盤

上

指
'
冠
,
於
'是

亀.

"

(β

`

・

し

荊

靭

就
'
車

而

去
.
終

已

不
り顧
.

(副
官
)

ワ
ー

ク
シ
ー
ト
3

人
閻
関
係

図
(父
)
園

圏

司
焉
遷

圏

(
太

史

令

、

債

死

、

縮

史

事

業

を

託

す

..

)

.太
史
令
.↓
團

[難

顛
解
夢

.、籠
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聾

L

李
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(騎
都
尉
)

秦王 を追 う荊祠(武 氏祠画像石)
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〈終わ りに(考 察)〉

入門編 本単元 の 目標 は,漢 文 を書 き下 さず にその まま読解 し,暗 唱 によ って漢文 の簡 潔 明 瞭

な文体 を身 に付 け自 らの表現 に生 かす とともに,教 材 の読解 によ り自己の生 き方 を見 っめ 直す

とい うことであ った。従来 は,訓 点学習 の後,書 き下 し文を書 く技術 を身 に付 ける ことに重 点

が置か れていた。 しか し,我 々が漢文 を読 む場合,常 に書 き下 し文 に書 き替 えて読 むわ けで は

な く,訓 点及 び送 り仮名 がつ いた漢文 をそのまま読 む ことが多 い。生徒 は,最 初 は拒否反 応 が

多 く,範 読 の時,脇 に書 き下 し文 を書 いてい る生徒 もいた。 しか し,慣 れ るに従 い,抵 抗 な く

その まま読む よ うにな って いった。 また,暗 唱 に も余 り苦労 な く生徒 は入 り込 あた。

さ らに,同 内容 の現代 小説 を並行 して読 ませてい るため,生 徒 が内容 を把 握 しやす く,今 ま

での教材 に比べて生徒 が人物を身近 に感 じる ことがで きた ようで ある。その上,現 代 の文章 に

漢文 の簡単 明瞭 な表現 が生 か されて いる こと も理解す ることがで きた。

そ して,最 後 の感想文 で は,必 ず しも子路 の生 き方 を肯定す る生徒 ばか りで はな く,様 々 な

評価 が見 られ たが,生 徒 自身の生 き方を考 えるき っか け として は十分 な効果 があ った。

(反 省点)生 徒 の興味 が漢 文 よ りも小説 の方 に向か いがち とな った。 しか し,こ の ことも今 後

の漢文 の契 機 となれ ばよい と考 え る。今で も古代中国を舞台 と した小説 が数多 く読まれている。

したが って,入 門用 の教材 として,生 徒の関心を引 き付 け るため,こ のよ うな小説を活用 し,

かっ原典 との比較 を とお して新 しい教材 を開発す る余地が大 いにあ る。 また,こ う した小説 の

読者 の年齢層 が,か な り幅 の広 い もの と予想 され る。そ の読者 が,原 典 と しての漢文 に興 味 ・

関心 を示す よ うになれば,生 涯学習 の観点 か ら言 って も,意 義 深 い ことで ある と考 え る。

講読編 本単元 の 目標 は,「 史伝」 を学 び,心 に残 る一節 を暗記 ・暗唱 す る こ とに よ って,士

人 の 自己 に対す る厳 しさと行動原理を把握 し,そ れを生徒 自身の内面 に取 り込 み,生 涯学 習 へ

の道筋 を付 け ることにあ った。「人 はパ ンのみ にて生 くるに非ず 。」人 間 は必ず 己の生 きる意 義

を求 め る もの である。人生 の最 も多感 な時期 を送 る高校生 に,漢 文を通 してその萌芽 を体 験 さ

せ たい と考え,授 業 を展 開 した。

現在理解 で きな くと も,後 に反劉 し咀囑す ることが で きれば,そ れ でよい。素読 と並 んで,

漢文の暗 唱 とは本来 そのよ うな もので はなか ったか。苦難 に立 ち向か う時,ふ と思 い出 され る

漢文 の一節 に,郷 愁 とと もに現実社会 の光 と影 に対 す る深 い理解 が加 わ ることを,望 んで止 ま

な い。 テーマ は,入 門編 と共通 す るが,さ らに一 歩踏み込 み,現 在 か ら未来 にわた る可能 性 を

も考慮 した。

授業 はまず,興 味 を もたせ る方法 として,横 山光輝 『史記』 を使 って,司 馬遷が 「李 陵の禍」

に遭 い宮 刑 とな ったス トー リーか ら始 めた。かな り大胆 な導入 だ ったが,こ れ は功 を奏 し,生

徒 の漢 文 に対す る抵抗 を無理 な く取 り去 る ことがで きた。特に重視 した暗唱は,長 文 は難 しか っ

たが,荊 輌 の詩 は,全 員 が暗唱で きた。僅か2行 であ るが,こ こが 出発点 であ る。 また,感 想

文 か らは,親 近感を覚 えた という肯 定的 な内容が多 く見 られた。

(反 省点)生 徒 は内容 に対 す る興 味か ら,ス トー リーを追 う傾 向が強 く,現 代語 訳 のみを頼 り

とす る者 がいた。 コ ンピュー ターゲー ムという意外 な素材の味方 を得 たのが本単 元 の出発 点 で

あ った。今後 とも新 た な教材化 に向けて素材 を検討 して いきたい。
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IVま とめと今後 の課題

生 徒 の国語 に対 す る 「関心 ・意欲 」を いか に引 き出 し,い わ ゆ る内発的 な動機 付 け とす るか

が,本 研究 の成否 にかかわ る決 め手 であ る。そ して,そ の ため,学 習内容 と生 徒 自身 とのか か

わ りの中 で教材化 を図 り,生 徒 の学 習活動 にゆ さぶ りをか けることとした。また,表 現 ・理解 ・

言語 事項 の指導 を様 々な角度 か ら工夫 して組 み合わせ,明 日か らす ぐ役立っ,あ るいは将 来 的

に役立 っ よ うな言 葉 の種を生徒 の心 に蒔 くことに よ り,言 語 生活 を豊か な もの とす る 「実 践 的

な国語 の能力」 を養 う ことがで きると考 えた。 これ らの点を踏 まえ,各 分野 で以下 の研究 実践

を行 った。

現代 文班 は,「 や さ しさ」 という言葉を テーマと して,「 読 む」「話 す」「聞 く」 「書 く」 と い

う多面 的 な言語活動 を組 織 して,理 解 した内容 を 自分な りに表現 し,ま た表現 か ら理解へ とい

う学 習活動を繰 り返 す こと とした。 この ことによ り自己の認 識が深 あ られ,進 んで考え,感 想

や意見 を述べ る雰 囲気が生 まれて きた。特 に,グ ル ープ学 習 にお いて は,複 数 の教材 を使用 し,

生徒 が協 力 して問題解 決 にあた り,互 いに発表 し合 うことで,ね らいの一っ であ る関心 。意欲

の向上 に大 きな成果 が見 られた。

古文 班 は,『 堤 中納言物語』 の 「虫 めつ る姫君」 を教材化 した。課題 プ リン トを使 用 し,学

習事項 が どの程度達成 され たか を確認 しなが ら読解 を続 けることで,意 欲 を持続 させ る ことが

で きた。生徒 は,読 解 の過程 で,登 場人物 の発言 や行動 にっ いて現代 との比較考 察を加 え る こ

とに よ り,当 時 は風変 わ りと評せ られていた虫 めつ る姫君 その ものの理解 を深 めて い った。 そ

して,古 典 の世界 を身近 に感 じる ことで,自 分 自身 を新 たに見っ め直す契機 と し,古 文 に対 す

る関心 と理解 を高 め ることが できた。

漢文班 は,入 門 ・講読 と2段 階 の学習構成 を とり,ど ち らも漢文 の暗唱 を重視 した。 まず,

暗唱 とい う音声面 の言語 活動を繰 り返す ことによ り,漢 文独 特の リズムを体感 させ る。 その上

で現代 小説 ・漫画 な どを利 用 し,内 容 を把握 しやす くした。その結果,生 徒 の登場 人物 に対 す

る関心 を引 き出 し,今 まで にな く意欲 を高 め ることがで きた。以上の よ うな指導方法を通 して,

漢文 の魅力 や面 白味 を見 い出 させ る ことが十分可能 であ ることを再確認 した。

今後 の課 題 にっ いて は,各 分野 ごとに以下 に掲 げ ることにす る。

1.現 代 文班 で は,学 習意 欲 の育成,授 業 の活性化 を図 るため に も,今 回 の実 践の よ うな様 々

な言語 活動を組 み合 わせ た単元 を,年 間指導計 画の中 に導 入す る ことを提言 す る。 さ らに,学

習形態 にっ いて は,複 数 教材 の同 時進行 な ど様 々 な工 夫を加 え る とともに,評 価を次 の指 導 に

生 かせ るよ う,事 前 ・事中 ・事後評価 の観点 の明確化 につ いて考察を深 あ る必要が あ る。

2.古 文班 では,今 回の研究主題 の解 明を通 じて,古 文の学 習 には言語活動 に対す る興味 ・関

心 が不可欠 であ ることを再認識 した。今後 は,古 文 に対 す る読解力 を高 あなが ら,『 源氏物語 』

な ど他 の作品 を読 む こ とによ って,今 回得 た実践的 な国語 の能力 をさ らに発 展 させ,深 めて い

く必要 があ る。

3.漢 文班 で は,生 徒 の漢文 に対 す る興 味 ・関心 をさ らに高 め,よ り積極 的に学習 に参加 させ

るた めの方法 を工 夫す ることとす る。 この ため漢文を題材 に した 「現代 小説 」,「漫画」 の み な

らず,「 コ ンピュー ター ・ゲ ーム」 まで も視野 に入 れ素材 を発 掘 して教材 化 に努 め,意 図的 か

つ組織的 に授業計 画 に取 り入 れてい くことが必要 である。
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